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[[[[おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ]]]]    Candle Night 1pi:ceCandle Night 1pi:ceCandle Night 1pi:ceCandle Night 1pi:ce 実行委員会実行委員会実行委員会実行委員会    

〒531-0074 大阪市北区本庄東2-12-6-304   TEL: 090-3686-4895(広報：岡庭)  070-5654-1538(代表：吉澤) 

TEL/FAX: 06-6375-7816  E-Mail: info@1pi-ce.jp  HP: http://www.1pi-ce.jp/ 

昨年の写真、資料など、より詳しい内容をご希望の場合はお気軽にお問い合わせください。 

取材、誌面への掲載ご検討をお願い致します！ 

○○○○採火採火採火採火セレモニーセレモニーセレモニーセレモニー    概要概要概要概要        ※詳しいスケジュール等は随時ホームページにて紹介してまいります。    

[九州]                   [関東]                      [関西] 

実施日：6/6(土)7(日)          実施日：6/10(水)11(木)           実施日：6/13(土)14(日) 

場所：星野村平和の広場         場所：大船観音寺                場所：興禅寺  

  (福岡県八女群星野村)         (神奈川県鎌倉市岡本 1-5-3)       (京都府京都市伏見区周防町 334-1) 

原爆原爆原爆原爆のののの火火火火ででででキャンドルナイトキャンドルナイトキャンドルナイトキャンドルナイト    
星野村に現存する原爆の火を全国に！ 

関東、関西、九州の採火セレモニーに参加するキャンドルナイト開催者を募集

－大切なこの火の存在を、多くの人に知ってほしい。 

1945 年、原爆投下後の広島から、故・山本達雄さんが亡くなった叔父の形見に持ち帰り、

23 年間灯し続けたその火は「平和の火」として、今も福岡県星野村に灯され続けていま

す。 

原爆の火が今も灯され続けていることは、ほとんど知られていません。しかし戦争を知らな

い私達にとって、またこれから生まれてくる子供たちにとって、この火は非常に重要な役割

を担う可能性があります。そのためにまず、より多くの人に「平和の火」の存在を知ってもらう

ことが必要だと感じました。 
 

 
 

Candle Night 1 Pi:ce(キャンドルナイトワンピース)実行委員会は、キャンドルナイト開催者に平和の火での実施を呼びかけます。それ

に応じたキャンドルナイト開催者は、採火セレモニーに参加、平和学習の後、平和の火を受け取ります。その火を各地域に持ち帰っ

た開催者は、様々な形でキャンドルナイトを実施、平和の火について、そして平和について、自分の言葉で表現し、参加者に伝えま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆☆☆平和平和平和平和のののの火火火火ののののキャンドルナイトキャンドルナイトキャンドルナイトキャンドルナイト開催者開催者開催者開催者をををを全国全国全国全国にににに募集募集募集募集ししししますますますます！！！！！！！！((((受付受付受付受付はははは WEBWEBWEBWEB にてにてにてにて行行行行いますいますいますいます))))    

星野村・神奈川・京都のいずれかの採火セレモニーに参加し、地元に火を持ち帰って、平和の火でキャンドルナイトを開催してくれる方を全国に

募集しています。星野村の条例で定められた「平和の火」についてのルールを守り、火を大切に扱っていただける老若男女を大募集です！！ 

☆☆☆☆ワンピースワンピースワンピースワンピース基金基金基金基金のごのごのごのご協力協力協力協力おおおお願願願願いいいい致致致致しますしますしますします！！！！！！！！((((運営費運営費運営費運営費にににに充充充充てさせててさせててさせててさせて頂頂頂頂きますきますきますきます))))    

郵便振替：００９６０－６－１５７４０４ キャンドルナイトワンピース実行委員会 ※通信欄にワンピース基金とご記入ください。 

福岡県星野村にある平和の塔に、原爆

の火が「平和の火」として灯され続けて

います。この平和の塔の前で、最初の採

火式が行われます。 

九州の採火セレモニーでは、山本達雄

さんのご子息拓道さんから、平和の火

に込められた想いを聞きます。関東で

は、被爆者の方にお話を伺います。 

採火式典での様子。火を受け取ってか

らキャンドルナイト開催日までのあいだ、

色々なことを感じ、想いながら、大切に

火を灯し続けます。 

全国各地で、それぞれのキャンドルナイ

トを「平和の火」という一つの火を使って

開催します。 


